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アあ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
町
民
の
皆
様
方
に
は
町
政
に
対
し
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
町
長
に
就
任
し
、
三
年
目
も
半
ば
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
「
信
頼
さ
れ
る
町
政
」
で
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
町
民
の
皆
様

か
ら
真
の
協
力
が
得
ら
れ
る
と
考
え
「
信
な
く
ん
ば
立
た
ず
」
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
「
元
気
な
山
北
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
職
員
と
一

丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
、
ま
だ
ま
だ
取
り
組
む
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨

年
に
も
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
特
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
山
北
町
議
会
を
代
表
し
、

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
よ
り
深
い
ご
理
解
と
ご
指
導
を

賜
り
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
日
本
の
政
治
経
済
は
大
き
な
曲
が
り
角
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
こ
そ
党
派
を
越
え
て
日
本
の
将
来
を
見
据
え

た
方
向
性
を
出
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

山
北
町
議
会
で
は
、
議
長
諮
問
委
員
会
「
議
会
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
に
お
い
て
、
多
種
多
様
な
議
論
と
改
革
を
進
め
、
四
月
に
は

町
民
と
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
議
会
報
告
会
を
実
施
す
る
予
定
で

い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
と
付
託
に
応
え
る
べ
く
よ
り
一
層
の
活
動
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

恭賀新春

町
長
あ
い
さ
つ

議
長
あ
い
さ
つ

山
北
町
議
会
議
長　

池 

谷 

荘 

次 

郎

山
北
町
長　

湯 

川 

裕 

司

新
た
な
年
を
迎
え 

町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

町
政
を
目
指
し 

自
立
で
き
る 

元
気
な
山
北
の

ま
ち
づ
く
り
に 

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

議
員
一
丸
と
な
り
、
将
来
の
山
北
づ
く
り
に

専
念
し
て
い
き
ま
す
。
協
働
の
町
づ
く
り
に

皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
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国
道
２
４
６
号
は
、
東
京
・
神
奈
川
・

静
岡
を
相
互
に
結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
で

す
。
し
か
し
、
向
原
地
区
の
区
間
は
、
道

路
の
線
形
が
悪
く
幅
員
も
狭
い
上
、
歩
道

も
未
整
備
で
大
変
危
険
な
区
間
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
向
原
交
差
点
で
の

交
通
混
雑
も
発
生
し
て
お
り
、
道
路
整
備

に
よ
る
交
通
状
況
の
改
善
が
課
題
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
山
北
バ

イ
パ
ス
（
向
原
地
区
）
は
、
昭
和
61
年
に

事
業
化
が
決
定
し
、
地
元
と
の
調
整
や
用

地
取
得
、
工
事
な
ど
26
年
の
月
日
を
か
け

て
の
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

山
北
バ
イ
パ
ス
（
向
原
地
区
）
は
、
延

長
１
．
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
従
来
の
幅
員

７
．
２
メ
ー
ト
ル
に
対
し
て
幅
員
13
メ
ー
ト

ル
と
格
段
に
広
く
な
り
、
車
道
両
側
に
は
、

２
．
５
メ
ー
ト
ル
ず
つ
の
歩
道
も
整
備
さ

れ
、
歩
行
者
も
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
道
を
通
行

す
る
大
型
車
の
数
も
減
り
、
地
域
の
生
活

道
路
と
し
て
の
機
能
も
回
復
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
横
浜
国
道
事
務
所
が
整
備
を
進
め
て
き
た
国
道

２
４
６
号
山
北
バ
イ
パ
ス（
向
原
地
区
）の
延
長
１
．
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
が
、
昨
年
12
月
20
日
に
開
通
し
ま
し
た
。

念
願
の
新
た
な
道
路
が
、
皆
さ
ん
の
生

活
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

開
通
に
先
立
ち
、
12
月
15
日
に
は
、
開

通
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や

渡
り
初
め
と
い
っ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
や
、
工

事
関
係
者
や
山
北
高
校
生
な
ど
に
よ
る

２
４
６
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
（
障
害
物
走
・

パ
ン
食
い
競
走
・
縄
跳
び
走
）」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
山
北
高
校
生
の
ダ
ン
ス

部
の
演
技
や
、
吹
奏
楽
部
、
軽
音
楽
部
の

演
奏
も
披
露
さ
れ
、
雨
天
の
中
で
も
多
く

の
方
が
来
場
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
北
バ
イ
パ
ス
と
は
・
・
・

山
北
バ
イ
パ
ス
と
は
、
国
道
２
４
６
号

の
諸
渕
地
区
、
谷
ケ
地
区
、
瀬
戸
地
区
、

向
原
地
区
の
４
か
所
を
工
区
と
し
て
計
画

さ
れ
、
諸
渕
地
区
は
昭
和
55
年
度
、
谷
ケ

地
区
は
昭
和
62
年
度
、
瀬
戸
地
区
は
平
成

14
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
開
通
し
、
今
回
向
原

地
区
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
計
画
が

す
べ
て
完
了
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
向
上
へ

  
山
北
バ
イ
パ
ス

　
　（
向
原
地
区
）開
通
！ 

多くの来場者による渡り初め

開通記念のテープカット

はたらくクルマに試乗したよ

高校生には負けないゾ！
（246メートルリレー）

若さあふれるダンスを披露

山北高校

東山北駅

JR
御
殿
場
線

東
名
高
速

向原交差点

国
道
２
４
６
号

向
原
改
良　
Ｌ
＝
１
．０
ｋ
ｍ
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毎
日
の
生
活
が
便
利
に
な
る

　
住
基
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か

被
保
険
者
証
な
ど
を
２
種
類
）

・
印
鑑
（
認
印
）

・
顔
写
真
（
４
．
５
㎝
×
３
．
５
㎝
）
無

帽
で
正
面
向
き
、
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
。

※
顔
写
真
は
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希
望
さ

れ
る
方
の
み
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
発
行
手
数
料
】
５
０
０
円

※
有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら
10
年
で
す
。

※
申
請
か
ら
発
行
ま
で
に
約
２
週
間
か
か

り
ま
す
。

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、「
電

子
証
明
書
」
を
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

中
に
記
録
す
る
こ
と
で
本
人
確
認
を
行

い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
手
続
き
の
際
、
他

人
に
よ
る
な
り
す
ま
し
申
請
や
デ
ー
タ
改

ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

※
た
だ
し
、
カ
ー
ド
発
行
の
手
続
き
は
町

民
税
務
課
の
み
と
な
り
ま
す
。

【
必
要
な
も
の
】

・
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
（
運
転
免

許
証
等
、
顔
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明

書
。
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明
書
が
な

い
場
合
は
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険

　
町
で
は
、
公
的
な
本
人
確
認
書
類
と
し

て
利
用
で
き
る
「
住
基
カ
ー
ド
（
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
）」
の
発
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機
能
を

備
え
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、
写
真
付
き
と
写

真
な
し
の
２
種
類
が
選
択
で
き
ま
す
。

　

写
真
付
き
の
も
の
を
選
ぶ
と
、
カ
ー
ド

表
面
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
が
記
載
さ
れ
、
金
融
機
関
で
の
新
規
口

座
開
設
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の
作
成
、
行
政
機

関
で
の
各
種
証
明
書
の
申
請
時
に
利
用
で

き
る
公
的
な
本
人
確
認
書
類
に
な
り
ま
す
。

【
申
請
窓
口
】　

役
場
町
民
税
務
課
、
清
水
・
三
保
支
所

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

で
き
る
主
な
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
等
に
係
る

申
告

・
国
税
の
全
税
目
に
係
る
納
税

・
青
色
申
告
の
承
認
申
請

・
自
動
車
税
の
新
車
新
規
登
録

【
申
請
窓
口
】
役
場
町
民
税
務
課

【
必
要
な
も
の
】

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
（
運
転
免

許
証
等
、
顔
写
真
付
き
の
公
的
な
証
明

書
）

※
写
真
付
き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
電
子
証
明
書
発
行
手
数
料
】
５
０
０
円

※
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
３
年
間
で

す
。
期
間
満
了
の
３
か
月
前
か
ら
更
新

の
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
町
民
税
務
課
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】
町
民
税
務
課
町
民
班　

　
　
　
　

 （
電
話
）　
75
‐
３
６
４
１　

住
基
カ
ー
ド
っ
て
何
？

住
基
カ
ー
ド
を
作
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

住民基本台帳カード（イメージ）

生年月日
氏　　名
住　　所

連 絡 先

足柄上郡
山北町

住民基本台帳カード

昭和＊＊年＊＊月＊＊日 性別 女
住基　花子
山北１３０１番地４

山北町役場町民税務課　電話：0465-75-3641

20○○年○月○日まで有効

住民基本
台帳カード

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

っ
て
何
？
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毎
年
12
月
の
人
権
週
間
に
ち
な
ん

で
、
12
月
９
日
（
日
）、
中
央
公
民
館

多
目
的
ホ
ー
ル
で「
人
権
問
題
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
講
師
と
し
て
、
羽
衣
国
際

大
学
現
代
社
会
学
部
准
教
授
で
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
、
講
演
会
や
執
筆
活
動
に

大
活
躍
の
に
し
ゃ
ん
た
さ
ん
を
お
招
き

し
、「
～
留
学
生
が
愛
し
た
国
・
日
本
～

私
を
支
え
た
人
の
優
し
さ
、
あ
た
た
か

さ
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
に
し
ゃ
ん
た

さ
ん
は
高
校
生
の
時
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
の
一
員
と
し
て
初
来
日
し
、
翌
年
に

は
留
学
の
た
め
に
再
来
日
。
以
降
25
年

間
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
乗
り
越
え
て
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
７
年
前
に
は

日
本
国
籍
を
取
得
し
、
翌
年
に
日
本
人

女
性
と
結
婚
、
一
男
一
女
の
父
親
で
も

あ
り
ま
す
。

に
し
ゃ
ん
た
さ
ん
は
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の
流
り
ゅ
う
ち
ょ
う
暢
な
関
西
弁
を
話
さ
れ
、
来

場
者
の
関
心
を
惹ひ

き
つ
け
ま
し
た
。

国
際
化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
現

在
、「
ち
が
い
」
を
（
－
マ
イ
ナ
ス）
イ
メ
ー
ジ

で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
自

ら
が
学
び
、
生
か
し
、
生
か
さ
れ
る
も

の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
。
た
く
さ
ん
の

「
ち
が
い
」
に
気
づ
き
、「
ち
が
い
」
を

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
る
よ
う
に
意
識
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
国
際
化
の
基
本
で
も
あ
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
表
す
言
葉
と
し

て
「
共と
も

笑え

」
と
い
う
素
敵
な
言
葉
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
は
他
者
の
人
権
が
重
要

視
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
自

分
の
為
の
人
権
を
、
自
分
で
、
優
し
く
、

し
な
や
か
に
、
美
し
く
育
て
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
は
、「
ち
が
い
」
を
認
め
「
ち

が
い
」
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
で
あ

り
、
共
に
笑
顔
に
な
れ
る
世
界
を
作
っ

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
に

し
ゃ
ん
た
さ
ん
の
話
は
、
来
場
さ
れ
た

方
々
の
胸
に
響
き
ま
し
た
。

人
権
問
題
講
演
会

排
はいせき
斥 すみ

わけ

共
と も

笑
え

同化

『ちがい』に対して、自身が
どうであるかの関係

受
け
入
れ
な
い

受
け
入
れ
る

変化する

変化しない

※ 「共笑」は、にしゃんたさんの
娘さんの名前でもあります。

住 民 基 本 台 帳 閲 覧 状 況 の 公 表
　住民基本台帳法第１１条第３項及び第１１条の２第１２項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票

の写しの交付に関する省令第３条の規定に基づき、平成２３年１１月１日から平成２４年１０月３１日までの
閲覧状況を公表します。

閲覧日 閲覧者(受託者) 委託者 閲覧目的 閲覧対象

平成23年
11月9日

社団法人
新情報センター

特定非営利活動法人
日本緩和医療学会

一般町民を対象にした「緩和ケ
ア」に関する認識度調査の対象
者名簿作成

向原1340番地以降で20歳
以上の男女40件

平成24年
1月25日 いであ株式会社 財団法人 

地球環境戦略研究機関

「アジア地域の低炭素型発展可
能性とその評価のための基礎
分析調査研究」のためのアンケ
ート調査の対象者抽出

山北町内全域の20歳以上の
男女500名

平成23年
12月14日

社団法人
新情報センター

内閣府政策統括官 
（共生社会政策担当）付 
参事官（自殺対策担当）

平成23年度自殺対策に関する
意識調査の対象者名簿作成

山北1090番地以降で20歳
以上の男女16件

平成24年
6月19日

（株）日旅ビジネ
スクリエイト 神奈川県 平成24年度神奈川県民ニーズ

調査の対象者抽出
町内全域の20歳以上の男女
20名

平成24年
6月26日

自衛隊神奈川
地方協力本部

自衛隊法第29条1項、同第25
条に基づく、自衛官募集事務の
ための対象者抽出

山北町内全域の 
平成6年4月2日～平成7年4
月1日生まれの男女 
平成9年4月2日～平成10年
4月1日生まれの男女

平成24年
7月17日 いであ株式会社 財団法人 

地球環境戦略研究機関

「アジア地域の低炭素型発展可
能性とその評価のための基礎
分析調査研究」のためのアンケ
ート調査の対象者抽出

山北町内全域の20歳以上の
男女400名

平成24年
8月28日

(株)日旅ビジネ
スクリエイト 神奈川県 平成24年度神奈川県民ニーズ

調査の対象者の再確認
町内全域の20歳以上の男女
20名
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旧山北町の物産展には長蛇の列が

▲大人気！
　ゴーバスターズショー

▲ぼくの指揮で
音楽隊が演奏
したよ

１１月２３日（金・祝）、健康福祉センター駐車場・
鉄道公園で、町内の産業の紹介と農林商工業の振興を目
的として、山北町産業まつりが開催されました。

当日は、農林商工業のさまざまな店舗が出店して、あ
いにくの雨天にもかかわらず多くの来場客でにぎわい、
例年大好評のこかぶの無料配布コーナーや、新潟県村上
市（旧

きゅうさんぽくまち

山北町）の海産物などの販売コーナーでは、まつ
りの開会前から長蛇の列ができました。

また、陸上自衛隊富士学校音楽隊と山北中学校吹奏楽
部による素晴らしい合同演奏や、子どもたちに大人気の
キャラクターショーも行われて、会場は大盛況でした。

町の魅力を体験し、男女の交流の場を提供することを目
的とした「やまきたLove婚」を１１月１０日（土）に開催し、
２５歳から４９歳までの男女３８人が、町内をはじめ川崎
市や伊東市からも参加しました。

当日は、天候にも恵まれて、ウォークラリーのゴールで
ある丹沢湖畔の千代の沢園地からは富士山も展望でき、周
囲の紅葉も見ごろを迎えはじめていたため、参加者は丹沢
湖周辺の素晴らしい景色を話題にし、話を弾ませていまし
た。

その後、西丹沢バーベキューセンターに会場を移し、参加者は紅葉を観ながらバーベキューをし、スタッフ
の提供する足柄牛の串焼きやしし汁、ヤマメの塩焼きといった地
場産食材に舌鼓を打ち、楽しいひとときを過ごしました。また、
ウォークラリーの結果発表やスイーツの提供時には、参加者同士
の交流もさらに深まり、会場も盛り上がりました。

参加者のアンケートからは、「都会でやるよりもこういった形
の方がよい」、「友人にも勧めたい」などの感想をいただきました。

町としては、今回はモデル事業として実施しましたが、今後に
ついては、町内の関係団体と連携をして継続的に実施する方向で
検討していきます。

やまきたLove婚を開催しました
定住トピックスその１７

山北町産業まつり
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特選（山北町長賞）

特選（山北町長賞）

青
色
申
告

  

小
学
生
の
税
の
書
道
展 

特
選
受
賞
！

第３１回

第４６回
中
学
生
の

　「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
入
賞
！

児
童
の
み
な
さ
ん
に
税
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
の
書
道
を
通
じ
て
、
税
の
大
切
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
学
生
の
税
の
書
道
展
が
小
田
原
青
色
申
告
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
出
品
総
数
１
３
，
３
９
２
点
の
中
か
ら
川
村
小
学
校
児
童
２
名
が
特
選
を

受
賞
し
、
11
月
25
日
に
小
田
原
市
民
会
館
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、そ
の
意
識
の
浸
透
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
や
国
税
庁
、
小
田
原
足
柄
納
税
貯
蓄
組
合
の
主
催
に
よ
り
、
中

学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
募
集
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
優
秀
な
作
品
と
し

て
山
北
中
学
校
、
清
水
中
学
校
、
三
保
中
学

校
の
生
徒
か
ら
各
１
名
が
入
賞
し
、
11
月
26

日
に
小
田
原
合
同
庁
舎
で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

な
お
、
特
選
を
含
む
受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
２
月
15
日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
山
北
町
ふ

る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
展
示
を
す
る
予
定
で
す
。

特選受賞 !

入賞 !

川村小 3 年 岩田颯史さん

山北町長賞
山北中学校３年　瀬戸夏帆さん

小田原足柄納税貯蓄組合優秀賞
三保中学校２年　山口夏季さん

川村小 6 年 武井愛美さん

小田原足柄納税貯蓄組合優秀賞
清水中学校３年　本多礼佳さん

有料広告
小規模多機能型居宅介護施設 グループホーム

すずらん　アミーゴ
地域の皆様が気軽に立ち寄れるような施設を目指します。

ご利用者様・看護師・介護スタッフも随時募集中です。
お気軽に施設見学や遊びに来てください。

お問合せお待ちしております。
問合せ：すずらん・アミーゴ　管理者　小宮山
山北町山北１８６１－１　☎２０－３３４０
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

津田さん
ご家族

＜班目＞

お
父
さ
ん　
津
田 

伸
二
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　

 

静
江
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

 

龍り
ゅ
う
し志

く
ん　
３
歳

　
　
　
　
　
　
　

 

遥は
る

花か
ち
ゃ
ん　
６
か
月

我
が
家
は
、
夫
、
私
、
龍
志
３
歳
と
今

年
５
月
に
生
ま
れ
た
遥
花
の
４
人
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

遥
花
が
生
ま
れ
、
龍
志
は
少
し
赤

ち
ゃ
ん
返
り
を
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
妹

大
好
き
の
良
い
お
兄
ち
ゃ
ん
で
す
。
妹
の

オ
ム
ツ
や
服
を
取
っ
て
き
て
く
れ
て
、
お

手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。
で
も
時
に
わ

が
ま
ま
を
言
っ
た
り
、
大
声
で
泣
き

叫
ん
だ
り
・
・
・
。
そ
ん
な
時
は
イ

ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
す

が
、ま
だ
ま
だ
甘
え
た
い
時
期
、グ
ッ

と
堪
え
て
接
し
て
い
ま
す
。
遥
花
が

ま
だ
小
さ
い
為
、
平
日
の
長
時
間
の

外
出
は
難
し
く
、
龍
志
に
は
我
慢
ば

か
り
さ
せ
て
い
ま
す
。
で
も
パ
パ
が

い
る
休
日
に
な
る
と
、
二
人
し
て
公

園
や
本
屋
、
祖
父
母
の
家
へ
と
出
か

け
て
行
き
、
な
か
な
か
帰
っ
て
き
ま

せ
ん
。
お
し
ゃ
べ
り
も
上
手
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
必
死
に
伝
え
よ
う
と

す
る
表
情
、
あ
ど
け
な
い
言
葉
が
と

て
も
可
愛
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

遥
花
は
新
生
児
の
頃
か
ら
よ
く
寝

て
く
れ
て
大
助
か
り
。
６
か
月
に

な
っ
た
今
、
私
の
姿
が
見
え
な
い
と

泣
い
て
呼
び
、
大
変
な
事
も
増
え
ま
し
た

が
、
ニ
コ
ニ
コ
と
よ
く
笑
う
姿
に
は
癒い

や

さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
は
日
々
成
長
し
変
化
し
て
い
き

ま
す
。そ
の
変
化
を
見
過
ご
さ
な
い
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
見
守
り
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。（

お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
静
江
さ
ん
）

露
木
威
さ
ん
は
、
平
成
21
年
か
ら
川
村

囃
子
山
北
保
存
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い

て
、
お
囃
子
の
保
存
・
継
承
や
演
奏
技
術
の

向
上
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
43
年
の
設
立
以
降
続
い
て
い
る
川
村
囃
子

山
北
保
存
会
。
今
回
は
露
木
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

川
村
囃
子
山
北
保
存
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

「
保
存
会
は
、
お
囃
子
の
演
奏
や
継
承
を
行

う
と
と
も
に
、
室
生
神
社
の
花
車
保
存
を
担
っ

て
い
る
部
分
も
あ
り
、
会
員
は
演
奏
者
、
指

導
者
、
役
員
な
ど
す
べ
て
合
わ
せ
る
と
、
幼

稚
園
児
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
１
１
０
名
以
上
い

ま
す
。
活
動
と
し
て
は
、
年
間
を
通
し
た
定

期
的
な
練
習
や
、
室
生
神
社
の
例
大
祭
な
ど

の
行
事
の
前
に
行
う
集
中
練
習
の
ほ
か
、
川

村
小
学
校
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
や
山
北
幼
稚
園
児

へ
の
支
援
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
や

ま
き
た
桜
ま
つ
り
や
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

な
ど
の
町
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、
町
外
で
は
開

成
町
の
瀬
戸
屋
敷
で
行
わ
れ
る
ひ
な
ま
つ
り
に

も
出
演
し
て
演
奏
し
て
い
ま
す
。」

ご
自
身
が
保
存
会
に
入
っ
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

「
昭
和
40
年
代
後
半
に
、
室
生
神
社
の
花

車
保
存
会
へ
の
入
会
を
誘
っ
て
い
た
だ
き
、

川
村
囃
子
山
北
保
存
会
に
入
り
ま
し
た
。
子

ど
も
の
頃
、
多
少
は
川
村
囃
子
の
太
鼓
を

や
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
保

存
会
は
無
く
、
青
年
団
や
自
治
会
各
庭
が
室

生
神
社
の
例
大
祭
や
道
祖
神
祭
で
の
お
囃
子

を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
34
年
か
ら
11
年

間
は
、
室
生
神
社
の
お
祭
り
や
道
祖
神
祭
で

の
演
奏
が
中
断
し
た
た
め
、
中
学
生
だ
っ
た

私
は
お
囃
子
か
ら
中
途
半
端
に
離
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
保
存
会
が
設
立

し
、
や
が
て
私
も
入
会
し
た
訳
で
す
が
、
仕

事
の
関
係
で
し
ば
ら
く
山
北
を
離
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
活
動
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
山
北
へ
戻
っ
た
平
成
８

年
に
副
会
長
の
役
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
、

自
分
と
し
て
は
保
存
会
の
活
動
に
本
腰
を
入

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

保
存
会
が
活
動
し
て
い
る
中
で
、
目
標
と
し

て
い
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

「
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
指
導
者
と

子
ど
も
、
あ
る
い
は
年
長
者
と
初
心
者
と

い
っ
た
世
代
間
の
つ
な
が
り
で
す
。
川
村
囃

子
を
通
じ
て
色
々
な
場
所
で
活
動
す
る
こ
と

は
、
子
ど
も
も
大
人
も
保
存
会
の
枠
を
超
え

て
、
多
く
の
方
と
交
流
す
る
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
近
年
は
少
子
化
、
笛
や
太
鼓
の
基
礎

か
ら
の
指
導
、
技
術
の
向
上
な
ど
様
々
な
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

楽
し
く
、
伸
び
伸
び
と
演
奏
し
て
く
れ
る
こ

と
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

町
の
人

露
木　
威
さ
ん

（
川
村
囃ば
や
し子
山
北
保
存
会
会
長
）
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町
民
ポ
ス
ト

☆
町
の
行
政
運
営
を
町
長
に
問
う

山
北
町
は
、
県
下
３
番
目
の
広
大
な
面
積

を
有
し
て
い
る
が
、
台
風
や
大
雨
に
見
舞
わ

れ
れ
ば
、
山
崩
れ
や
道
路
が
損
壊
し
、
そ
れ

を
復
興
す
る
に
は
多
額
の
財
政
支
出
が
強
い

ら
れ
ま
す
。

町
の
説
明
で
は
、
財
政
が
逼ひ
っ
ぱ
く迫

し
て
い

る
の
で
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
の
事
で
す

が
、
町
は
身
を
切
る
努
力
を
し
て
い
な
い
と

思
う
。
国
家
公
務
員
は
東
日
本
大
震
災
の
復

興
財
源
な
ど
を
目
的
に
２
年
間
限
定
で
給
与

を
７
．
８
％
削
減
し
て
い
る
が
、
地
方
公
務

員
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
地
方
公
務
員
も
国

家
公
務
員
同
様
に
民
間
準
拠
が
原
則
で
あ
る

は
ず
で
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

議
会
に
つ
い
て
も
、
近
隣
の
１
市
４
町

に
比
べ
る
と
議
員
は
10
人
が
妥
当
で
は
な
い

か
。
現
在
は
、
町
民
８
０
０
人
に
対
し
て
議

員
が
１
人
い
る
計
算
だ
が
、
他
の
市
町
村
は

１
０
０
０
人
以
上
に
１
人
と
い
う
点
を
み
て

も
、
議
員
数
は
10
人
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

（
※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
一
部
抜
粋
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

▼
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
務
員
の
給
与
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民

間
と
の
給
与
水
準
を
比
較
し
毎
年
8
月
頃
に

人
事
院
が
勧
告
し
ま
す
。
そ
し
て
高
け
れ
ば

給
与
を
引
き
下
げ
、
低
け
れ
ば
引
き
上
げ
を

行
い
ま
す
。
現
実
に
は
景
気
の
低
迷
で
、
こ

こ
10
年
来
ほ
ぼ
引
き
下
げ
か
、
す
え
置
き
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
公
務
員
の
給

有
限
会
社
マ
ル
イ
産
業
に
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
迅
速
な
初
期
消
火
で
火
災
を
最
小
限
に

有
限
会
社
マ
ル
イ
産
業
の
従
業
員
の
方

た
ち
は
、
昨
年
10
月
23
日
に
山
北
地
区
で

発
生
し
た
建
物
火
災
の
際
、
発
見
と
同
時

に
足
柄
消
防
組
合
に
通
報
す
る
と
と
も

に
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ
け
て
、
迅

速
で
的
確
な
初
期
消
火
を
行
い
、
火
災
を

最
小
限
に
食
い
止
め
ま
し
た
。

こ
の
功
績
に
よ
り
、
10
月
30
日
に
足
柄

消
防
組
合
消
防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。　

町
で
も
、
１
月
６
日
の
消
防
出
初
式
に

お
い
て
、
感
謝
状
を
授
与
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間
を
計

画
期
間
と
し
た「
山
北
町
第
５
次
総
合
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
す
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
「
山
北
町
総
合
計
画
審
議
会
」
を
設
置

し
、
本
年
度
に
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
、
町
の
長
期
計
画
を

幅
広
く
審
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

今
回
、
審
議
会
の
設
置
に
あ
た
り
、
よ
り

一
層
町
民
の
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
次
の
と
お
り
公
募
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

山
北
町
総
合
計
画
審
議
会
の

　
　
　
　
委
員
を
募
集
し
ま
す

１　
募
集
人
数
…
若
干
名

２　
任　
　
期
…
平
成
25
年
３
月
～
平
成

26
年
３
月

３　
報　
　
酬
…
町
の
規
定
に
よ
り
支
給

し
ま
す

４　
応
募
資
格
…
町
内
在
住
の
18
歳
以
上

で
、昼
夜
を
問
わ
ず
５
、

６
回
程
度
の
審
議
会
に

参
加
で
き
る
方

５　
募
集
期
間
…
平
成
25
年
１
月
10
日
か

ら
１
月
31
日

６　

応
募
方
法
…
応
募
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
企
画
財
政
課
ま
で

ご
提
出
く
だ
さ
い（
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
可
）

※
応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
企
画
財
政
課
窓
口

に
あ
り
ま
す
。

与
は
民
間
と
同
じ
水
準
と
い
う
判
断
が
下
さ

れ
、
人
事
院
か
ら
す
え
置
き
の
勧
告
が
出
さ

れ
、
山
北
町
も
他
の
自
治
体
と
同
様
す
え
置

き
と
し
ま
し
た
。

一
方
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
財
源
を
目

的
に
、
国
家
公
務
員
給
与
に
つ
い
て
は
２
年

間
の
限
定
で
７
．
８
％
の
削
減
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
特
に
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
へ
の
対
応
が
主
で
、
国
に
は

原
子
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
全
般
を
担

う
責
務
が
あ
り
、
国
家
公
務
員
の
み
２
年
間

の
削
減
が
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
県
や
市
町

村
の
職
員
は
対
象
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

山
北
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
国
家
公
務
員

以
上
の
削
減
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
で

も
職
員
の
57
歳
昇
給
停
止
、
管
理
職
手
当
支

給
率
の
３
％
カ
ッ
ト
、
特
別
職
に
つ
い
て
も

町
長
は
年
収
を
30
％
カ
ッ
ト
、
副
町
長
は
期

末
手
当
を
15
％
カ
ッ
ト
、
教
育
長
は
期
末
手

当
を
10
％
カ
ッ
ト
し
て
お
り
、
他
の
自
治
体

以
上
に
身
を
切
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

〔
議
会
か
ら
の
回
答
〕

議
会
で
は
、
平
成
24
年
３
月
に
「
議
会
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
議
会
改

革
に
つ
い
て
定
期
的
に
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
議
会
の
見
え
る
化
、
議
員

の
資
質
向
上
、
議
会
活
動
・
委
員
会
活
動
の

活
性
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
た

に
広
報
広
聴
委
員
会
を
設
置
し
、
町
民
と
の

意
見
交
換
会
を
行
う
こ
と
も
決
め
て
い
ま
す
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
も
議
論
を
し
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
４
月
頃
に
は
１
回
目
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
て
、
定
数
に
つ
い
て
も
議

会
の
考
え
方
を
示
し
、
ご
意
見
を
お
聴
き
す

る
予
定
で
す
。

町民
から
町へ

左から韮山茂消防長、瀬戸慎司さん、
　　　磯崎和子社長、磯崎裕之さん、
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第10号

山

北

町

　
山
北
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
ど
ん
な
と
き
に

　
　
　
相
談
し
た
ら
よ
い
の
？

山
北
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
18
年
度
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り

新
た
に
で
き
た
地
域
拠
点
で
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
楽
し
く
、
で

き
る
だ
け
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

予
防
し
、
安
心
し
た
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
ご
家
族
を
含
め

た
相
談
を
受
け
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
て

い
く
た
め
山
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
に

設
置
さ
れ
た
専
門
相
談
機
関
で
す
。

専
門
の
職
員（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
、

保
健
師
、社
会
福
祉
士
）が
福
祉
制
度
の
相

談
、介
護
の
悩
み
、健
康・生
き
が
い
づ
く
り

な
ど
様
々
な
ご
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
の
認
定
申
請
を
し
、
要
支
援

１・
２
の
認
定
を
受
け
た
方
の
相
談
・

支
援心

身
の
状
態
を
見
な
が
ら
、
ご
本
人

や
ご
家
族
の
希
望
に
沿
っ
た
支
援
計
画

を
作
成
し
ま
す
（
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
業
務
）。

②
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
権
利
や
安
全
に

つ
い
て
の
相
談
・
支
援

介
護
保
険
の
申
請
の
仕
方
、
町
や
社

会
福
祉
協
議
会
等
で
実
施
し
て
い
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
、
介
護

の
方
法
や
介
護
用
品
・
機
材
の
利
用
の

方
法
な
ど
の
ご
相
談
（
総
合
相
談
支
援

一
人
で
悩
ま
ず
、

　
　
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
!!

住
所
：
山
北
町
向
原
１
３
７
９
ー
1

　
　
　
山
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
（
高
松
山
入
口
バ
ス
停
前
）

電
話
：
７
５
ー
１
９
４
１

※
原
則
、受
付
時
間
は
月
～
金
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
ま
で
で
す
が
、

緊
急
時
は
お
電
話
く
だ
さ
い
（
土
日
祝
祭
日
・
夜
間
も
24
時
間
体
制
で
つ
な
が

り
ま
す
）。

※
ご
希
望
の
日
時
に
ご
自
宅
へ
訪
問
も
い
た
し
ま
す
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）。

業
務
）。

③
高
齢
者
の
権
利
や
安
全
に
つ
い
て
の
相

談
・
支
援

権
利
擁
護
事
業
（
日
常
的
な
金
銭
管

理
な
ど
）、
成
年
後
見
制
度
の
ご
案
内
、

高
齢
者
虐
待
、
消
費
者
被
害
（
振
り
込

め
詐
欺
や
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
な
ど
）
の

相
談
（
権
利
擁
護
業
務
）。

④
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
に
対
す
る
指
導
・
助
言

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
や
医

療
機
関
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
の

連
携
・
調
整
を
図
り
ま
す
（
包
括
的
・

継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
）。

【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
７
５
ー
３
６
４
２

～
私
た
ち
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
～

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

広報やまきた　平成25年1月号　No.695 10広報やまきた　平成25年1月号　No.69511



中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
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№ 2 3 8

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

【 ２０１３年２月２日（土）～１１日（月）】
期間中はイベントが満載！ぜひお越しください！

公民館まつり やまきた寄席

整理券の
配布方法

教室・サークル作品展示発表会

出　演：林家 たい平、三遊亭 楽生、
　　　　東京ボーイズ ほか
日　時：２月１１日（月）
　　　　１４：００開演（１３：３０開場）
場　所：１階 多目的ホール
定　員：４０８名（要整理券）

日　時：２月２日（土）～１１日（月）９：００～１７：００
　　　　　（ただし２日は１３：００から、１１日は１６：００まで）

場　所：２階ギャラリー・展示ホール・１階ロビー
○中央公民館で開催した教室や公民館サークルの
　作品を展示します。

芸　能　発　表　会
日　時：２月３日（日）１３：００開演（１２：３０開場）
場　所：1階 多目的ホール（入場自由・無料）
演　目：大型紙芝居・コーラス・各種体操ほか
○公民館サークルが１年間活動した成果を発表します。

映画フェスティバル「ＨＯＭＥ 愛しの座敷わらし」

※公民館まつりの詳細は随時、町ＨＰ及び公民館だよりで紹介していきます。
１月９日（水）９：００より中央公民館、清水・三保支所にて申込みと同時に整理券を
配布します（お１人様５枚まで）。定員になりしだい締め切りとさせていただきます。

２月9日（土） 冬のおはなし会スペシャル ２月６日～  公民館サークル体験教室

水谷豊・安
田成美

　出演映画

日　時：２月９日（土）１３：３０上映（１３：００開場）
場　所：1階 多目的ホール
定　員：２８８名（要整理券）
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＊１月９日（水）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊１月９日（水）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊１月９日（水）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

太巻寿司作り教室
講　師　細谷 康子さん
参加費　５００円
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用容器

日　時　１月２４日（木）１３：３０～１６：００
内　容　太巻とアレンジした恵方巻きを作ります。
対　象　一般（定員２０名）

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

「ローズマリー」体験教室 
　大人のジャズ体操サークルです。ストレッチ・歩
きを中心に筋力アップをはかり、音楽に合わせて楽
しく気持ち良く体を動かします。正月の運動不足解
消に汗を流しませんか。お待ちしています。
日　時　１月１７日（木）１３：３０～１５：００
内　容　ストレッチとジャズ体操。
対　象　一般（定員２０名）
参加費　無料
持ち物　動きやすい服装・飲み物・タオル

「グループ二葉」体験教室
　レザークラフトのサークルです。キーケースなど
の小物から実用的なバックまで色々な作品を制作し
ています。
日　時　２月６日（水）９：３０～１１：３０
内　容　簡単なレザークラフトを体験します。
対　象　一般（定員５名）
参加費　無料
持ち物　なし

「ジャギーレインボー」体験教室 
 大人のジャズ体操サークルです。ストレッチで体
の隅々まで良く伸ばすことから始まり、毎日欠かす
ことの出来ない歩行運動もリズムに合わせて体を動
かし、和気あいあいといい汗を流します。
日　時　２月６日（水）１３：００～１５：００
内　容　ストレッチとリズム体操。
対　象　一般（定員２０名）
参加費　無料
持ち物　動きやすい服装・飲み物・タオル

「サルビアの会」体験教室
 中央公民館でパッチワークをしているサークルで
す。色々な作品を楽しく作っています。
日　時　２月６日（水）１３：００～１７：００    
内　容　「レースをあしらったバック」を作ります。
対　象　一般（定員６名）
参加費　２，０００円
持ち物　裁縫セット

「あじさいの会」体験教室 
 「パン作り教室」のサークルです。パン作りに親
しみつつ、技術を高めることを目的に、パンを作っ
て楽しく試食しています。
日　時　２月７日（木）９：３０～１２：００
内　容　季節にあったパンを作ります。
対　象　一般（定員６名）
参加費　１，０００円
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用容器

男性ダンベル体操「くすの木」体験教室
 男性を対象としたダンベル体操のサークルです。
認知症予防、メタボ予防、生活習慣病予防など、い
ろいろな効果が認められている玄米ダンベル体操を
行っています。
日　時　２月１６日（土）１０：００～１１：３０
内　容　玄米ダンベルを使った体操。
対　象　男性（定員１０名）
参加費　無料
持ち物　動きやすい服装・飲み物・タオル

この教室は生涯学習活動を目的に、普段から公民館を利用
されている登録団体の活動を体験する教室です。皆様お誘
い合せのうえ、生涯学習活動に参加してみませんか？

前回のイベントから

布の絵本作り教室【１１月７日（水）・２１日（水）】
　講師に湯山めぐみさんをお招きして、今回で４回目となる
布の絵本作り教室を開催しました。今回の題材は「ジャック
と豆の木」。手の込んだ仕掛け作りに苦労しながら、夢中に
なって取り組みました。

篆刻教室【１２月１日（土）】
 講師に瀧澤保美さんをお招きして、篆刻教室を開催しまし
た。参加者は石に自分の名前や絵等を彫り、手作り印鑑をつ
くりました。

てんこく
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日
1
8
15
22
29

月
2
9
16
23
30

火
3
10
17
24
31

水
4
11
18
25

木
5
12
19
26

金

6
13
20
27

土

7
14
21
28

1月

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。     　は公民館まつり期間

休 館 日

日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22

木
2
9
16
23

金

3
10
17
24

土

4
11
18
25

2月

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

ロビー展示のお知らせ

日　時　１月１０日（木）～１７日（木）９：００～１７：００
場　所　１階ロビー
問合せ　酒匂川水系保全協議会 ℡（33）1481

母なる川酒匂川写真展
日　時　１月１９日（土）～３１日（木）９：００～１７：００
場　所　１階ロビー
問合せ　生涯学習課 ℡（７５）３６４９

山北町文化財保護ポスター展

１月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

5 土
賀詞交歓会 多目的ホール １０：００ 招待者 総務防災課　　☎（75）3643
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

6 日 消防出初式 多目的ホール ９：３０ 招待者 総務防災課　　☎（75）3643
10 木 母なる川酒匂川写真展（～１７日） 1 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 酒匂川水系保全協議会　☎（33）1481

12 土
ワンダーランド 美 術 工 芸 室 ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

13 日 成人式 多目的ホール １０：３０ 対象者 生涯学習課　　☎（75）3649

17 木
つるし雛作り教室④ 第 １ 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館

「ローズマリー」サークル体験教室 多目的ホール １３：３０ 申込者 中央公民館

19 土

山北町文化財保護ポスター展（～３１日） 1 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 生涯学習課　　☎（75）3649
ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

24 木 太巻寿司作り教室 調 理 実 習 室 １３：３０ 申込者 中央公民館
26 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
27 日 米若会新年音合わせ会 多目的ホール １０：００ 自　由 岩田　篤治　☎090（9959）8208
２月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

2 土
公民館まつり
教室・サークル作品展示発表会

2階展示ホール
ギャラリー他 １３：００ 自　由 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
3 日 公民館まつり 芸能発表会 多目的ホール １３：００ 自　由 中央公民館

6 水
「グループ二葉」サークル体験教室 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館
「ジャギーレインボー」サークル体験教室 多目的ホール １３：００ 申込者 中央公民館
「サルビアの会」サークル体験教室 第 ３ 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館

7 木
「あじさいの会」サークル体験教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館
つるし雛作り教室⑤ 第 １ 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館

9 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
公民館まつり 冬のおはなし会ＳＰ 和 室 １０：３０ 自　由 中央公民館
公民館まつり 映画フェスティバル 多目的ホール １３：３０ 申込者 中央公民館

11 月 公民館まつり やまきた寄席 多目的ホール １４：００ 申込者 中央公民館

　　　は公民館まつり期間
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

　かえで　

　 こ う 　

りゅうへい

班　目　府　川　　楓　（女）貴　史・幸　子

湯　坂　松　田　しほり（女）昌　之・たまき

尺里西　杉　山　　湊　（男）忠　司・はるな

上本村　渋　谷　かすみ（女）篤　思・ひとみ

下本村　瀬　戸　琉　平（男）貴　行・博　子

※今回の掲載分は、平成２４年１１月１６日から平成２４年１２月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

萩　原　　稲　垣　岩　雄（男）８７歳　本　人
　〃　　　関　　　兼　一（男）８５歳　　〃
萩原下　　池　谷　　　雄（男）８４歳　　〃　
中下清水　　髙　橋　正　治（男）９２歳　　〃　
怒杭文化　　　　　　榮　一（男）８５歳　　〃　
尺里西　　髙　杉　峯　雄（男）８２歳　　〃　
尺里中　　杉　山　光　範（男）８６歳　　〃　
　〃　　　渡　邊　文　雄（男）７４歳　　〃　
上本村　　遠　藤　卓　治（男）８６歳　　〃　
大蔵野　　池　田　米　子（女）９６歳　　〃　
神　縄　　豊　田　桃太郎（男）７８歳　　〃　
浅　瀬　　湯　山　　勇　（男）８９歳　　〃　
　畑　　　髙　橋　正　道（男）８０歳　　〃　
怒杭文化　　阿　部　トシ子（女）７６歳　孝　一
　宿　　　岩　本　節　子（女）６５歳　　滿　
尺里東　　髙　橋　文　佳（女）１９歳　公　一
峰　下　　岩　井　茂　子（女）７９歳　清　一

山北　 183mm（129m）
三保　 191mm（145mm）

山北　  9.8℃（12.2℃）
三保　  9.4℃（11.9℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

５，６７４人
６，０３７人
１１，７１１人

（－１４人）
（－0２人）
（－16人）

世帯数　4,236世帯（－4世帯）

水源地域の環境保全対策に関する
事業のため（ふるさと応援寄附金）

・白百合会 杉本歌謡教室
・子安　信寛 様（大阪府門真市）
・10,000円

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　１月  ５日（土）
　紙芝居「ラチとらいおん」ほか
   （おはなしボランティア「クローバー」）
②　１月１９日（土）
　布絵本「三びきのやぎのガラガラドン」ほか
      （おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

神去なあなあ夜話
ＲＤＧ６
ここはボツコニアン
路（ルウ）
歓喜の仔

三　浦　しをん
萩　原　規　子
宮　部　みゆき
吉　田　修　一
天　童　荒　太

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
十二支のしんねんかい
ルドルフとスノーホワイト
こども大百科図解
あたしゆきおんな
かえでの葉っぱ

柳　原　良　平
斉　藤　　　洋
小　　学　　館
飯　野　和　好
出久根　　　育

◆ 児 童 書

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のお すすめ本　今月のおすすめ本　

　過去の名作から最近話題になった作品まで、
図書室おすすめの本を集めて展示します。

⇒この本よんで！！
「光 圀 伝」 冲 方 丁

　水戸黄門として知られる徳川光圀の生涯の
物語。血気盛んな青年期に宮本武蔵と接し、
武術だけでなく学問・詩歌に傾倒する魅力あ
ふれる孤高の虎、新しい黄門像の生き様が描
かれています。

～歴史小説をよむ～

冬のおはなし会スペシャル

★入場自由・無料★
人形劇や手品も
あるよ！

みんなで来てね！！

　公民館まつり期間（２月２日～１１日）
に開催します！！

日　時　２月９日（土）１０：３０～１１：３０
場　所　２階和室

　２０１２年に貸出しの多かった本の中から２５冊を
選んで展示します！

★昨年の写真

２０１２年に貸出しの多かった本の中
★２０１２ベストリーダー

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら
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今
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で
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

　かえで　

　 こ う 　

りゅうへい

班　目　府　川　　楓　（女）貴　史・幸　子

湯　坂　松　田　しほり（女）昌　之・たまき

尺里西　杉　山　　湊　（男）忠　司・はるな

上本村　渋　谷　かすみ（女）篤　思・ひとみ

下本村　瀬　戸　琉　平（男）貴　行・博　子

※今回の掲載分は、平成２４年１１月１６日から平成２４年１２月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

萩　原　　稲　垣　岩　雄（男）８７歳　本　人
　〃　　　関　　　兼　一（男）８５歳　　〃
萩原下　　池　谷　　　雄（男）８４歳　　〃　
中下清水　　髙　橋　正　治（男）９２歳　　〃　
怒杭文化　　　　　　榮　一（男）８５歳　　〃　
尺里西　　髙　杉　峯　雄（男）８２歳　　〃　
尺里中　　杉　山　光　範（男）８６歳　　〃　
　〃　　　渡　邊　文　雄（男）７４歳　　〃　
上本村　　遠　藤　卓　治（男）８６歳　　〃　
大蔵野　　池　田　米　子（女）９６歳　　〃　
神　縄　　豊　田　桃太郎（男）７８歳　　〃　
浅　瀬　　湯　山　　勇　（男）８９歳　　〃　
　畑　　　髙　橋　正　道（男）８０歳　　〃　
怒杭文化　　阿　部　トシ子（女）７６歳　孝　一
　宿　　　岩　本　節　子（女）６５歳　　滿　
尺里東　　髙　橋　文　佳（女）１９歳　公　一
峰　下　　岩　井　茂　子（女）７９歳　清　一

山北　 183mm（129m）
三保　 191mm（145mm）

山北　  9.8℃（12.2℃）
三保　  9.4℃（11.9℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

５，６７４人
６，０３７人
１１，７１１人

（－１４人）
（－0２人）
（－16人）

世帯数　4,236世帯（－4世帯）

水源地域の環境保全対策に関する
事業のため（ふるさと応援寄附金）

・白百合会 杉本歌謡教室
・子安　信寛 様（大阪府門真市）
・10,000円
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　１１月１７日（土）、今年４０歳を迎えた山北中学校、
清水中学校、三保中学校の卒業生の「２回目の成人式」
が、中央公民館で行われました。
　町立中央公民館は平成４年１２月に落成し、翌年１
月に落成後第１回目の成人式が行われましたが、この
時の成人者の方々が今年ちょうど４０歳。これを記念
し、有志により実行委員会が立ち上げられ、中学校時

代の恩師などを招
いて「２回目の成
人式」が開催され
ました。
　町や地域をこれ
から主力で担って
いく世代が、地元
への愛着と力強い
思いで行われた素
晴らしい事業。こ
の「２回目の成人
式」のように、町
内在住者にとって
も離れて暮らす方
にも、「山 北」は
いつでも心の拠り
所でありたいもの
です。

美しい紅葉の中で 丹沢湖マラソン大会 開催

２回目の成人式２回目の成人式 さくらの湯入場者
７０万人達成

さくらの湯入場者
７０万人達成

　１１月２５日（日）、紅葉の美しい彩りの中、丹
沢湖マラソン大会が行われました。
　今年で３４回目となる大会には、青森県から鹿
児島県まで全国各地から３，６８２人のランナーが
参加し、競技を行いました。
　当日は晴天に恵まれ、鮮やかに彩づいた晩秋
の丹沢湖畔をランナーたちが気持ちよさそうに走
り抜けました。走り終わった後には、エネルギー
補給のためにスポーツドリンクやバナナ、しし汁
なども振る舞われました。

　１１月２７日、平成１６年４月
にオープンした「さくらの
湯」で、入場者が７０万人を
超えました。
　入場者７０万人目となった
のは、藤沢市にお住まいの
田辺美彦さんで、町からは
花鉢と無料利用券綴り、とも
しびショップからは記念品
が贈呈されました。また、７０
万人目の前後１０人の方に
も、前後賞として花の苗と無
料利用券が贈られました。
　田辺さんは、さくらの湯を
以前から１０回以上利用され
ていて、今回の記念すべき
入場に町長やスタッフから
祝福されると、大変喜んで
いられました。

みんなで記念撮影

町長も来賓として出席

天候も紅葉も最高のコンディションの中

中学生のスタートはまるで短距離走のよう

親子で１位の表彰台に

よ

「山北バイパス（向原地区）」今月の 表 紙
今月号の表紙は、１２月２０日に念願の開通をし、地域
の発展につながる「山北バイパス（向原地区）」です。
御殿場線と平行して走る新たな道路が、地域住民をは
じめ、多くの方に親しまれる道路となるよう願って撮
影しました。


